
JP 2010-97920 A 2010.4.30

(57)【要約】
【課題】放熱効果を最大化し、コンパクトな大きさでス
リム化された構造を具現して設置時に空間上の制約が少
なく多様な用途に活用可能なＬＥＤ発光照明灯を提供す
る。
【解決手段】ＬＥＤ発光照明灯は、ＬＥＤ１１０と、前
記ＬＥＤ１１０が設けられるＬＥＤ取付基板１２０と、
前記ＬＥＤ取付基板１２０の上側に取り付けられるナノ
スプレッダー１３０と、前記ナノスプレッダー１３０の
上側に取り付けられ上部面に複数の放熱ピン１５３が形
成された上部放熱板１５０と、前記ＬＥＤ取付基板１２
０の底部に取り付けられる下部放熱板１６０と、前記下
部放熱板１６０の底部に結着される拡散レンズ板１８０
とを含む構成でなる。
【選択図】図３ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤと、
　前記ＬＥＤが設けられるＬＥＤ取付基板と、
　前記ＬＥＤ取付基板の上側に取り付けられるナノスプレッダーと、
　前記ナノスプレッダーの上側に取り付けられ、上部面に複数の放熱ピンが形成された上
部放熱板と、
　前記ＬＥＤ取付基板の底部に取り付けられる下部放熱板と、
　前記下部放熱板の底部に結着される拡散レンズ板と
を含むナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項２】
　前記上部放熱板と下部放熱板との間、及び前記下部放熱板と底部拡散レンズ板との間に
密封性を良好にするため、シーリング部材をさらに含む請求項１に記載のＬＥＤ発光照明
灯。
【請求項３】
　前記ナノスプレッダーは、直線形板材状で前記上部放熱板の長手方向に沿って一定の間
隔に配列され、一側端は前記上部放熱板と下部放熱板の側面部まで長さが延長して出た構
造で形成された請求項１に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項４】
　前記上部放熱板は中央部が下方に凹み、両側面部が上側に突出した上部放熱板ハウジン
グと、前記上部放熱板ハウジングの中央部の上部面に配列された複数の放熱ピンとを含む
請求項１～３の何れか一項に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項５】
　前記放熱ピンはピン形で上部放熱板上でジグザグ形に配列され、放熱ピンの間を通過す
る空気の流れが屈曲するように変化させた請求項４に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項６】
　前記上部放熱板ハウジングは、隣接部に比べ高さの低い中央部と、前記中央部の両側面
に位置して上部に一定の長さ突出し、逆Ｕ（∩）字形の断面を有する側面部でなる請求項
４に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項７】
　前記下部放熱板は、中央部が所定厚さの平板部材上に貫通孔が一定の間隔に形成されて
おり、前記中央部の両側面部は中央部に比べ上部に突出し、前記ナノスプレッダーを挟ん
で前記上部放熱板と接触するように形成され、両側面部の底部に放熱のための補助放熱板
が形成された請求項４に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項８】
　前記拡散レンズ板は底部面が平坦面に形成され、上部面上には前記ＬＥＤと接触する突
出部材がＬＥＤの配列状態に合わせて形成された構造の請求項１に記載のＬＥＤ発光照明
灯。
【請求項９】
　前記上部放熱板はその上側にジョイント部が形成され、多数のＬＥＤ発光照明灯が一つ
に組み立てられるようにした請求項１に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【請求項１０】
　前記ＬＥＤ発光照明灯の両側面部の底部にワイヤ挿入溝が形成されワイヤに沿って移動
され、ワイヤの特定位置で前記ＬＥＤ発光照明灯を固定されるようにするワイヤ固定手段
が備えられた請求項１に記載のＬＥＤ発光照明灯。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はＬＥＤ発光照明灯に関し、より詳しくはナノスプレッダーを利用した二重放熱
板を備えることにより同一体積の放熱板構造に比べ上下左右の全ての表面積を放熱板に利
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用して放熱効率を最大化させ、内部熱を室外環境に直接的に露出させ放熱板内の熱抵抗を
減らして熱効率を最大化することができ、スリムな外観形態で防水及び防塵が可能なナノ
スプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に車のヘッドランプやリアコンビネーションランプ、及び街灯を含む各種照明灯
はバルブ（Bulb）を光源として使用している。しかし、従来のバルブは使用寿命が短く耐
衝撃性が劣るので、最近は使用寿命が大きく延長されながらも耐衝撃性の優れた高光度の
ＬＥＤ（Light Emitting Diode）を光源として使用する傾向である。
【０００３】
　特に、前記高光度のＬＥＤは前述したように、車のヘッドランプやリアコンビネーショ
ンランプ及び室内灯と街灯を含む各種照明灯の光源として使用できるものであって、その
適用範囲が広範囲である。前記高光度のＬＥＤは点灯時に非常に高い熱が発生するが、こ
のような高熱発生でＬＥＤの適用及び設計時に多くの困難が伴うことになる。
【０００４】
　図９は、従来の技術に係わるＬＥＤ発光照明灯の放熱構造の一列を示した図である。前
記示されたＬＥＤ発光照明灯の例においては、多数個のＬＥＤ２が付着した基板１１の背
面に位置する蓋１３を金属材で形成するか、蓋１３に複数個の放熱及び大気循環孔１３ａ
を形成し自然放熱によりＬＥＤ２から発生する熱を放熱させている。
【０００５】
　しかし、前記従来のＬＥＤ発光照明灯の構造では、その発熱量に限界があり、放熱され
る熱量よりＬＥＤ２から発生する熱量がさらに高いので照明灯が持続的に加温される構造
であって、製品設計時には高価の難燃、不燃材質を選択しなければならないだけでなく、
高温においても熱変形と収縮が発生しない樹脂または金属材を用いなければならない非経
済的な問題点がある。さらに、放熱効率の低い場合には、ＬＥＤの製品寿命が短縮される
問題を抱えている。
【０００６】
　一方、図１０は従来の技術に係わるＬＥＤ発光照明灯の放熱構造の他の実施例を示した
断面図である。前記例示された従来のＬＥＤ発光照明灯の放熱構造においては、アルミニ
ウム基板５０とヒートパイプ２０、放熱蓋３０と放熱ピン４０を含む構成でなっており、
前記アルミニウム基板５０上に高輝度の光を照射する複数のＬＥＤ６０が取り付けられる
。ヒートパイプ２０は、その下端が前記アルミニウム基板５０に取り付けられて前記複数
のＬＥＤ６０から発生した熱を放熱ピン４０側へ伝達し、放熱ピン４０で放熱が行われる
。
【０００７】
　前記放熱ピン４０により１次の放熱が行われると、放熱された熱により放熱蓋３０の内
部の空気が充分暖められ放熱蓋３０へ伝達され、放熱蓋３０は外部空気と接触して２次の
放熱が行われる。従って、前記従来のＬＥＤ発光照明灯の放熱構造においては、ＬＥＤ６
０から発生した熱がヒートパイプ２０を介し伝達され、放熱ピン４０を介し１次の放熱が
行われると放熱蓋３０内の空気が暖められ、この空気が放熱蓋３０へ伝達されるため、熱
伝逹速度が遅いだけでなく放熱ピン４０による実質的な放熱効果が少なく、最外側の放熱
蓋３０を介してのみ外部空気との直接的な接触により放熱が行われるので、放熱効果があ
まり高くないという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、前記のような従来の問題点を解決するためのもので、スリムな外観を有しな
がら防水及び防塵が可能であり、ナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造を備え放熱
効率及び活用性を最大化できるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光
照明灯を提供することに目的がある。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯は、ＬＥ
Ｄ１１０と、前記ＬＥＤ１１０が設けられるＬＥＤ取付基板１２０と、前記ＬＥＤ取付基
板１２０の上側に取り付けられるナノスプレッダー１３０と、前記ナノスプレッダー１３
０の上側に取り付けられ上部面に複数の放熱ピン１５３が形成された上部放熱板１５０と
、前記ＬＥＤ取付基板１２０の底部に取り付けられる下部放熱板１６０と、前記下部放熱
板１６０の底部に結着される拡散レンズ板１８０を含む構成でなることを特徴とする。
【００１０】
　前記上部放熱板１５０と下部放熱板１６０の間、及び前記下部放熱板と底部拡散レンズ
板１８０との間にシーリング部材を挿着して密封性が向上されるようにするのが好ましい
。
【００１１】
　前記ナノスプレッダー１３０は、直線形板材形状で前記上部放熱板１５０の長手方向に
沿って一定の間隔に配列されるようにする。
【００１２】
　前記上部放熱板１５０は中央部が下方に凹み、両側面部が上側に突出した上部放熱板ハ
ウジング１５１と、前記上部放熱板ハウジング１５１の中央部の上部面に一定の間隔に配
列された放熱ピン１５３を含む構成となるようにする。
【００１３】
　前記上部放熱板ハウジング１５３は隣接部に比べ高さが低い中央部１５１ａと、前記中
央部１５１ａの両側面に位置し上部に一定の長さ突出し、逆Ｕ字（∩）形の断面を有する
側面部１５１ｂでなる構成を有する。
【００１４】
　前記下部放熱板１６０は、中央部は所定厚さの平板部材１６１上に貫通孔１６３が一定
の間隔に形成されており、前記中央部の両側面部は中央部に比べ上部に突出しており、側
方向への放熱のための補助放熱板１６５が形成された構造を有する。
【００１５】
　前記拡散レンズ板１８０は底部面が平坦面に形成され、上部面上には前記ＬＥＤ１１０
と接触する突出部材１８１がＬＥＤ１１０の配列状態に合わせて形成された構造になるよ
うにする。
【００１６】
　さらに、前記放熱ピン１５３はピン形に形成され、ジグザグ形に配列されて放熱ピン１
５３の間を通過する空気の流れが屈折に変化するようにするのが好ましい。
【００１７】
　さらに、前記上部放熱板１５０はその上側に連結部材１６５が取り付けられ、多数のＬ
ＥＤ発光照明灯１００が一つに組み立てられ得るようにし、より大きい容量のＬＥＤ発光
照明灯を使用可能にする。
【００１８】
　併せて、前記ＬＥＤ発光照明灯１００の両側面部の底部にワイヤ溝を形成してワイヤ４
００を挿入させた後、前記ワイヤ４００上にＬＥＤ発光照明灯１００が結着されるように
し、別途の固定手段１９０を設けてワイヤ４００上に結着された前記ＬＥＤ発光照明灯１
００を固定するか解除するようにするのが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　前記本発明のナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯によれば
、ナノスプレッダーが取り付けられた二重放熱板構造を備え、同一体積の放熱板構造に比
べ上下左右の全ての表面積を放熱板として活用されるようにし、内部熱を室外環境に直接
的に露出させ放熱されるようにすることにより、放熱効率を最大化する効果を奏する。
【００２０】
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　さらに、スリムな外観形態でデザイン性に優れ、設置に伴う空間上の制約が少なくて室
内空間だけでなく室外用にも活用可能なので、活用性に優れた効果がある。
【００２１】
　併せて、上部放熱板上で放熱ピンがジグザグ形に配列されることにより空気流動が方向
性を乗らないので、ほこりや異物が放熱板上に固着される割合が著しく低減し、特に屋外
用製品の場合、自然洗浄を介し異物除去が容易な長所を有する。
【００２２】
　なお、本発明について、好ましい実施例を基に説明したが、これらの実施例は、例を示
すことを目的として開示したものであり、当業者であれば、本発明に係わる技術思想の範
囲内で、多様な改良、変更、付加等が可能である。このような改良、変更なども、特許請
求の範囲に記載した本発明の技術的範囲に属することは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用したＬＥＤ発光照明灯の斜視図であ
る。
【図２】前記図１の分解斜視図である。
【図３ａ】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用したＬＥＤ発光照明灯を上部で見
た状態を示した斜視図である。
【図３ｂ】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用したＬＥＤ発光照明灯を下部で見
た状態を示した斜視図である。
【図３ｃ】前記図３ｂに示したＬＥＤ発光照明灯が室内用として使用される場合を示した
図である。
【図４】前記図３ａのＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図５ａ】本実施形態の上部放熱板に放熱ピンが形成された状態を示した図である。
【図５ｂ】本実施形態の上部放熱板に放熱ピンが形成された状態を示した図である。
【図６】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照
明灯の使用例を示した図である。
【図７】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照
明灯の使用例を示した図である。
【図８】本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照
明灯の使用例を示した図である。
【図９】従来の技術に係わるＬＥＤ発光照明灯の例を示した図である。
【図１０】従来の技術に係わるＬＥＤ発光照明灯の例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照
明灯に対し詳しく説明する。
【００２５】
　図１は、本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光
照明灯の斜視図であり、図２は、前記図１の分解斜視図であり、図３ａは、本実施形態に
係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯を上部で見た状態
を示した斜視図であり、図３ｂは、本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重
放熱板構造のＬＥＤ発光照明灯を底部で見た状態を示した斜視図であり、図３ｃは、前記
図３ｂに示したＬＥＤ発光照明灯が室内用として使用される場合を示した図であり、図４
は、前記図３ａのＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【００２６】
　前記図をともに参照すれば、本実施形態のナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造
のＬＥＤ発光照明灯１００は、ＬＥＤ１１０と、前記ＬＥＤ１１０が取り付けられるＬＥ
Ｄ取付基板１２０と、前記ＬＥＤ取付基板１２０の上側に結着、搭載されるナノスプレッ
ダー１３０と、前記ナノスプレッダー１３０の上側に結着、固定される上部放熱板１５０
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と、前記ＬＥＤ取付基板１２０の底部に結着、固定される下部放熱板１６０と、前記下部
放熱板１６０の底部に結着される拡散レンズ板１８０を含む構成からなる。
【００２７】
　前記構成で、上部放熱板１５０と下部放熱板１６０の間、及び前記下部放熱板１６０と
底部の拡散レンズ板１８０の間にシーリング部材（図２の１４０、１７０）を挿着させ密
封性が向上されるようにする。
【００２８】
　本実施形態に適用される前記ナノスプレッダー１３０は熱伝逹効率に優れた特性を有す
る部品で、熱源部で発生した熱を他の所望の任意の場所へ速やかに移動させ得る長所を有
する。
【００２９】
　即ち、前記ナノスプレッダー１３０は外皮が銅板で形成され、前記銅板の内部に超微細
構造の網（ナノ間隔の微細網）が取り付けられ、前記超微細網を基準にして純水Ｈ２Ｏと
蒸気が区分され内蔵される構成でなり、外部の一側銅板が熱源と接触して伝達された熱に
より内部の純水Ｈ２Ｏが蒸気に変換され、変換された蒸気は早い速度で移動する過程で熱
を外部へ放出させた後、さらに純水Ｈ２Ｏに変換される過程を繰り返すことになる。この
ような過程を介し、前記ナノスプレッダー１３０は熱伝逹効率が他の製品に比べ著しく良
好な特性を表わすことになる。
【００３０】
　前記ナノスプレッダー１３０に関する技術は公知のもので、これに対する詳細な説明は
略する。
【００３１】
　本実施形態で適用される前記ナノスプレッダー１３０は前記図に示されたように、熱源
部であるＬＥＤ取付基板１２０と上部放熱板１５０との間に取り付けられ、前記ＬＥＤ取
付基板１２０と一側面が接触することになる。
【００３２】
　本実施形態の前記ナノスプレッダー１３０は図２に示されたように、直線形板材形状で
上部放熱板１５０の長手方向に沿って一定の間隔に配列され、中央部が一定の長さを有し
、一側端は上部放熱板１５０の両側端の形状に合わせて一定の角度に折り曲げられた形状
に形成されている。
【００３３】
　前記ナノスプレッダー１３０は、ＬＥＤ取付基板１２０と接触して伝達された熱を、ナ
ノスプレッダー１３０の長手方向に沿って速やかに移動させ製品の外観側へ移動させるこ
とになる。
【００３４】
　本実施形態の上部放熱板１５０は中央部が下方に凹み、両側面部が上側に突出した上部
放熱板ハウジング１５１と、前記上部放熱板ハウジング１５１の中央部の上部面上に配列
された複数の放熱ピン１５３を含む構成でなる。
【００３５】
　前記上部放熱板ハウジング１５１は図２に示されたように、隣接部に比べ高さの低い中
央部１５１ａと、前記中央部１５１ａの両側面に位置し、上部に一定の長さが突出してお
り、逆Ｕ字形の断面を有する側面部１５１ｂでなり、屈曲した両側端部１５１ｃは下部に
一定の長さ延長して出ており、前記ハウジング１５１の底部面上にはナノスプレッダー１
３０が結着される結着溝１５１ｄが形成されている。
【００３６】
　前記上部放熱板ハウジング１５１の中央部１５１ａの上部には複数の放熱ピン１５３が
設けられ、中央部１５１ａと両側面部１５１ｂの底部面にはナノスプレッダー結着溝１５
１ｄが形成されている。
【００３７】
　さらに、前記上部放熱板ハウジング１５１の中央部１５１ａの上部面上に、放熱ピン１
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５３とともに他の用途への活用のため一連のジョイント部（図３ａの１５５）を形成し、
他の構成部材との連結が容易になるようにする。
【００３８】
　前記ナノスプレッダー１３０は一定の長さを有し一側端が屈曲した形状に形成され、分
割された二つのナノスプレッダー１３０が前記上部放熱板１５０の底部にそれぞれ対向し
て取り付けられるようにする。このとき、前記上部放熱板１５０の底部に形成されたナノ
スプレッダー結着溝１５１ｄを用いてナノスプレッダー１３０を容易に結着、装着させ得
る。本実施形態のＬＥＤ取付基板１２０は平板形部材であって、多数のＬＥＤ１１０が一
定の間隔で取り付けられる。
【００３９】
　本実施形態の下部放熱板１６０は図２と図４に示されたように、上部放熱板１５０の底
部に結着が容易になるよう前記上部放熱板１５０の構造と類似に中央部が隣接部に比べ低
い高さになり、両側面部は上部に突出した形態に構成される。例えば、下部放熱板１６０
の中央部は所定厚さの平板部材１６１上に貫通孔１６３が一定の間隔に形成されており、
前記貫通孔１６３に上側のＬＥＤ１１０が挿着されるようにする。上部に突出した両側面
部は、側方向への放熱のための補助放熱板１６５がそれぞれ形成されている。即ち、前記
下部放熱板１６０の両側面部は上部放熱板１５０の両側面部と同一の形状に形成され、中
央のナノスプレッダー１３０を挟んで互いに重畳される構造に形成されている。従って、
ナノスプレッダー１３０の中央の部位でＬＥＤ１１０と接触して伝達された熱はナノスプ
レッダー１３０の一側端まで移送され、ナノスプレッダー１３０と上下両側面で接触して
いる上部放熱板１５０と下部放熱板１６０の両側面部を介し外部へ放出されるようにする
。このとき、前記ナノスプレッダー１３０の一側端は折曲し、上部放熱板１５０と下部放
熱板１６０の両側端形状と同一に折曲している。
【００４０】
　次に、本実施形態の下部放熱板１６０の底部には拡散レンズ板１８０が結着され、前記
拡散レンズ板１８０の底部面は平坦面に形成され、上部面上にはＬＥＤ１１０と接触する
突出部材（図４の１８１）がＬＥＤ１１０の配列状態に合わせて形成されている。
【００４１】
　本実施形態の下部放熱板１６０と拡散レンズ板１８０の結着部の周りの間にはシーリン
グ部材１７０が挿着され密封状態になるようにする。
【００４２】
　本実施形態の前記構成部品が全て組み立てられた状態では、図３ａと図３ｂに示された
ように、全体の外観が非常にコンパクトな形状をなすことになり、全体の厚さが薄いスリ
ム型のＬＥＤ発光照明灯の構造を有することになる。
【００４３】
　一方、図３ｂに示されたＬＥＤ発光照明灯１００は室外用に使用される場合であり、図
３ｃは室内用に使用される場合を示している。
【００４４】
　即ち、図３ｂの場合、拡散レンズ板１８０の両側面に補助放熱板１６５が外部にそのま
ま露出するようにしたものであり、室内用として使用される図３ｃのＬＥＤ発光照明灯の
場合、前記図３ｂの補助放熱板１６５が外部に露出しないようにしたもので、拡散レンズ
板１８０’の全体の面積が広くなっている。
【００４５】
　図５ａと図５ｂは、上部面に多数の放熱ピンが形成された上部放熱板の平面状態を示し
た図である。
【００４６】
　図示されたように、複数の放熱ピン１５３が上部放熱板１５０上に設けられるものの、
一定の間隔で一直線形に配列されず、ジグザグ形に配列されるようにし、各放熱ピン１５
３を通過する空気の流れ（矢印参照）が曲線形になるようにした。これは、放熱ピン１５
３が一直線形に配列される場合に比べ空気の流れが流動的に変化することになり、空気の
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流動が一定方向だけに沿わなくなり、ほこりや異物が放熱ピン１５３に固着しない効果が
得られる。例えば、前記放熱ピン１５３の配列構造を有するＬＥＤ発光照明灯が屋外用の
場合、水噴水や雨季中の雨などの自然洗浄を介し異物除去がより容易になる。
【００４７】
　図６～図８は、本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構造のＬＥ
Ｄ発光照明灯の使用例を示した図で、図６は、室内天井灯として使用される場合を示した
図であり、図７は、本実施形態のＬＥＤ発光照明灯が多数個結合され複合的に使用される
例を示した図であり、図８は、本実施形態のＬＥＤ発光照明灯がワイヤにスライディング
される構造で使用される例を示した図である。
【００４８】
　図６に示されているように、本実施形態のＬＥＤ発光照明灯１００が室内の天井２００
に取り付けられて使用されるもので、別途の支持台２１０を利用してＬＥＤ発光照明灯１
００が天井に固定されるようにし、天井から出る電源線２３０を連結させた状態である。
【００４９】
　このとき、前記支持台２１０はその下端が、放熱ピン１５３が形成された上部放熱板１
５０上に形成されたジョイント部（図３ａの１５５）を利用して連結されるようにするこ
とができる。
【００５０】
　図７に示されているように、図示された例は本実施形態のＬＥＤ発光照明灯１００の４
つが結合され使用される場合であって、四角状の結着具３００を各ＬＥＤ発光照明灯の上
部放熱板１５０上に形成されたジョイント部（図３ａの１５５）を利用して連結させてお
り、これにより４つの個別ＬＥＤ発光照明灯１００が一つのＬＥＤ発光照明灯５００に使
用されるようにしたものである。この場合、前記組み立てられたＬＥＤ発光照明灯５００
はより大きい照明を照らすことができる容量を有することになり、外部照明手段などに活
用することができる。
【００５１】
　図８に示されているように、図示された例は本実施形態のＬＥＤ発光照明灯１００がワ
イヤ４００に連結されスライディングされる構造に使用される例である。
【００５２】
　図示されているように、本実施形態のＬＥＤ発光照明灯１００の両側面部の底部にワイ
ヤ４００を通過させ、別途の固定手段１９０でワイヤ４００の所定位置に固定させて使用
される例を示している。
【００５３】
　前記構成で、ワイヤ４００は本実施形態の前記ＬＥＤ発光照明灯１００の両側面部の底
部に挿入され、ワイヤ４００に沿ってＬＥＤ発光照明灯１００のスライディング移動がな
されるように構成される。このとき、前記ワイヤ４００は補助放熱板１６５を横切ること
になるので、補助放熱板１６５の内部を貫通する挿入溝（図示省略）を形成し、この溝を
通じてワイヤ４００が挿入されるようにする。ワイヤ４００に結着され移動する本実施形
態のＬＥＤ発光照明灯１００を、特定位置でワイヤ４００に固定させるためには図８の（
ｂ）に示されているように、ＬＥＤ発光照明灯１００の底部の両側面部上に固定手段１９
０を設け、固定手段１９０の作動によりＬＥＤ発光照明灯１００がワイヤ４００上に固定
されるようにする。
【００５４】
　従って、ワイヤ４００が設けられた場所では、前記実施例に係わる本実施形態のＬＥＤ
発光照明灯１００を容易に移動させ得るので、野球やサッカーなどの各種の運動競技場の
照明として容易に活用され得る。
【００５５】
　即ち、特定場所にのみ照明が必要な場合、従来のように全ての照明を稼動させず、必要
ないくつかのＬＥＤ発光照明灯１００のみを設けられたワイヤ４００に沿って移動させる
ことにより照明設置が完了する。
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【産業上の利用可能性】
【００５６】
　以上で説明したように、本実施形態に係わるナノスプレッダーを利用した二重放熱板構
造のＬＥＤ発光照明灯は熱拡散の早いナノスプレッダーを内部に取り付け、前記ナノスプ
レッダーの上部と下部に放熱板を形成して二重放熱板構造を有し、上部放熱板の上部に形
成される放熱ピンをジグザグ形に配列することにより放熱効果を最大化させることができ
、全体の構造がスリム化されるので、照明灯の設置時に空間上の制約が少なく活用性に優
れるという効果がある。併せて、コンパクトな大きさ及びデザイン性を備えることにより
、街灯や保安灯及び防爆灯のような各種の室内照明として有効に活用され得、組立性及び
移動性をともに備え、室外運動競技場の照明灯としても使用することができる。
【符号の説明】
【００５７】
　１００、１００’、５００　ＬＥＤ発光照明灯 
　１１０　ＬＥＤ
　１２０　ＬＥＤ取付基板
　１３０　ナノスプレッダー
　１５０　上部放熱板
　１５３　放熱ピン
　１５５　ジョイント部
　１６０　下部放熱板
　１６３　貫通孔
　１６５　補助放熱板
　１４０、１７０　シーリング部材
　１８０　拡散レンズ板
　１９０　ワイヤ固定手段
　２００　天井
　３００　連結部材
　４００　ワイヤ
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